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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・インフルエンザワクチン接種が、 11月13日（月）～15日（水）に行う予定となっています。東病棟からの担当スタッフは、15日に川守田さんがついています。各自で当日の流れを確認しておいて下さい。

・明日の11時に、岸原病院より入院がある予定となっています。80歳　男性　認知症(アルツハイマー型認知症)　合併症：肺がんがあるとの事。身体的な加療の必要度が高くなったら（岸原病院へ）お願いすることを（岸原病院に）お話し済みとの事です。

・アルコールのレポートやSSTの評価表ですが、心理士を飛ばし先にDrの所へいっている事が目立ちます。リーダーはおろす際は、まとめて順番を間違えないようにお願いします。又、書き漏れがないか等、その日SSTについたスタッフは、再度確認するようにして下さい。

・餅つき大会の現段階での参加予定患者様・食事形態・患者様の嚥下状態・来年の年男・年女の患者様を確認し、リスト作成を11/10までに提出して下さい。ただし、青明舎と合同で予定している為、治療プログラム委員会に実施場所を確認する必要もありそれをふまえて参加患者様を検討する必要があります。

＜患者様連絡事項＞

・松谷　さと子様～両足の白癬の疑いあり、Drより来週の皮膚科の受診の指示あります。

・田中　静子様・金沢　洋子様～現在、西Bユニットへの異動検討中です。
＜隔離室入室患者様検討＞

・野沢　英貴様～終日隔離中。本日の室内での様子は、ニヤツキ・高笑い・小窓を何度も叩く・トイレの水流し頻回にあり。しかし、スタッフの介入にはすぐにやめる事できています。又、午前中30分程の退出時間を設けています。退出時、場面設定としてスタッフとマンツーマンで計算等行って頂いていますが、そちらの方に集中し迷惑行為なく過ごす事出来ています。まだ精神状態の不安定さが多い為、睡眠・日中の様子（高笑い・気分の高揚）等、生活パターンを整え、しっかりと休める環境を提供しながら、退出時には、退出時の注意事項・どうしたら退出できるのか等意識付けをし、観察していく必要がある。

＜B・Ｄユニット要注目患者様ケース検討＞

・磯島　貴浩様～11/4にスタッフの介入に対し、「退院したいです。限界です。母親にも　　　　　　　　連絡つかないし…。」と切迫した表情で訴えてくる事あり。現在、母親からの差し入れはあっても面会されず帰られる事が多い。昨日お母様の面会あり、その際に、今までアパートを転々とし破損した修理代の請求電話が多く、電話にも出られないこと・アパートの修理代の支払いが大変だという事聞かされるも、本人衝動行為に至った事を覚えておらず、自ら面会を切り上げられています。その後は、イライラした様子も無く他者と距離をとりＤユニットの廊下の静かな所で過ごされています。本人ストレスが溜まると、衝動行為に至る可能性もある為、所在の確認・表情の観察・切迫した訴えはないか等観察が必要です。又、本人母親との面会の希望が多い為、お母様にも出来る限り協力を得て、お母様との関わり持ちつつ本人とお母様に病気について理解して頂く必要がある。

　　　　　　　　心理より、風景構成法の検査所見では、平板な絵ではなく、具体的に働く人の絵をかいている。働きたいという意思と、入院というストレスがあり、現在は過敏な状態であると考えられる。ストレス軽減の部分からも母様の面会の協力、家族のサポートも必要と考えられる。

・古川　文博様～本日、急に「外出する。歯科の予約してら」と興奮して話してくる事あり、14：40歯科受診の為外出されています。18時帰院されていますが、歯科受診の他にも眼鏡等を購入し帰院時間が遅れております。事前に手続きをすることなど根気よく病棟のルールを説明し、アルコールプログラムを集中して行ない断酒意思が確立できるよう話し合い関わっていく必要がある。

　　　　　　　　自己中心的な要求が目立ち、本人、周囲への治療環境にも悪影響が考えられる。今後は、主治医の許可が最優先であること、急な要求は対処が困難である事を一貫して対応していく。家族へは説明済みです。

・田中　静子様～本日午後に本人宛てに手紙が届き、その手紙の内容に「佐々木尚子様を　Ａにやったのは、お前のせいだ。お前がＡに行けばいいのに。」等といった内容の手紙を本人読まれ、その後落ち着き無く頻回に手紙の事をスタッフに話してくる事あり。又、料理教室に参加されるが、「手紙が気になって集中できない。今日は無理だ。病棟に帰りたい。」と訴えあり、途中退席されています。本人考えすぎると病状も不安定になる事もあり、あまり気にしないと、不安な事はすぐにスタッフに話すよう伝えています。

＜家族面談情報＞

・阿部　文香様～本日、両親の面会あり。顔を見たとたんに興奮し、叫ぶ行為があった。家族より、入院して回復がみられない、主治医への不信感があり、面談を実施。主治医より、破瓜型統合失調症の解体症状が進行している事、その症状について（今後は会話や食事等の日常生活ができなくなる）、興奮の理由については不明であり現在薬剤調整中である事、前回の退院時に使用していた薬剤（ジプレキサ）は、効果的であったが急速な体重増加があり身体的な合併症が再発する恐れもある事から今後は使用できない事、面会を少し控えるよう説明した。

　　　　　　　　父より、病名について物的証拠がなく判断される事に不満を話してきた。納得いかないのであれば、セカンドオピニオンを主治医より勧めた。













